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は昭和55年4月16日，17日である．雨とい堆積物は石炭
1．　は　じ　め　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　転換以前に採取できず，同年6月24日に行った．土壌試
西頚城郡青海町にはセメント，カーバイドなどを主に　　料の分析は環境庁の委託分析機関に送付した残部の試料
生産するD工場が立地している．これらの製造施設か　　について行った．
　　　　　　　　　　　　　　ノ轤ﾍばいじん等が排出され，工場周辺の大気中浮遊粉じ　　　それぞれの試料は，風乾した後，乳ばちで粉砕し，1㎜
ん濃度は概して高い1｝．また，昭和55年4月21日から当　　のステンレス製のふるいを通した．
工場のセメント焼成炉での燃料が重油から石炭に転換さ　　　バナジゥム，ヒ素の分析にはこれから0．15～0．2gを
れ，その影響も懸念されるところである．こうしたこと　　ポリェチレン製の袋に精秤し，放射化分析によりその含
から燃料転換以前の工場周辺の土壌中重金属濃度を把握　　有濃度（μg／g）を求めた．すなわち照射には立教大学
し，その特徴を知り，今後の調査に役立てることを目的　　原子力研究所の↑RIGA　H型原子炉の回転試料棚
とした．対象元素としては，これまで使用されてきた重　　　（RSR，中性子束密度：5×1011n／c㎡・sec＞を用い，
油中に比較的高濃度含まれる2｝バナジウム，石炭燃焼に　　バナジウムの分析用には1分間，ヒ素分析用には同一試
より排出されることが予想きれる3）ヒ素，水銀を選定し　　料をさらに10分間照射を行った．γ線の測定には．
た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，096ch波高分析器付Ge（Li）半導体検出器を用い，
バナジウムでは，照射終了後できるだけすみやかに50秒
2．方　　　　　法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間，ヒ素では約20時間後200秒間測定した．分析に利用
土壌の採取は環境庁の委託により行われ，深さ5cmま　　した核種とそのγ線エネルギーは52V（T1・2＝3．75分），
での露地の表土を手植こてで採取した．サンプリング日　　1，434keVおよび76As（T1！2＝26．4時問），560keVである．
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標準試料についても同様に照射，測定しこれと比較する　　今後さらに細部にわたる調査と濃度の経年的推移を見る
ことによりバナジウム，と素含量を求めた．　　　　　　必要があると思われる．
水銀の分析には，試料0．05－0．19を石英ボードに精　　　次に土壌の15試料について，バナジウムーヒ素，バナ
秤し，生石灰で覆い，島津MVU　2型水銀気化装置で約　・ジウムー水銀，ヒ素一水銀間の相関性を調べたところ，
800℃で加熱し水銀を追い出し金アマルガムとして捕集　　相関係数それぞれ，0．10，0．22，0．61であり，ヒ素一水
後，再加熱により原子吸光装置に導き測定した．すなわ　　銀のみ5％の危険率で有意であった．
ち金アマルガム法である．標準試料は1μ9／m1の水銀　　　次に雨とい堆積物の分析結果を表一2に示した．へB
標準液からマイクロピペットで5～30μ乏を石英ボート　　地点は工場周辺でC地点は対照地点の上路である．バ
上にとり，この場合は生石灰を用いずそのまま加熱操作　　ナジウム及びヒ素は土壌と同程度の濃度であり，バナジ
を行った．なお水銀標準液は和光純薬製原子吸光分析用　　ウムでは工場正門付近が高いが，ヒ素ではむしろ上路の
標準液（HgC12　ino．02　N　HC1）から希釈し，水溶液中の　　方が高値となっている．水銀では上路でo．087μ9／9で
水銀の安定性のため硝酸0．1％，クロム酸カリウム0．01％　　あるが，工場周辺の青海町役場，電化正門ではこの約14
を共存させて作成した．　　　　　　　　　　　　　　倍の1．2μ9／9と高値であり，工場の影響があるものと
参考までに雨とい堆積物の主成分含有物を調べるため　　考えられた．
にX線回折を試みたが，その条件は銅を対陰極として
20kV－15鹸，ニッケルをフィルターとする常法4，により 表一1　土壌サンプリング地点名と分析結果
測定した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聾o． 地点名 V（μ9／9）　　　　I`・（μ9／9）Hg（μ9／9）
3．結果及び考察 1 青少年旅行村（対照地点） 89 6．7 0，043
　土壌及び雨とい堆積物のサンプリング地点を図一1に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2示した．図中No．1～15は土壌のサソプリング地点であ
上　流　（山　砂） 84 16 0．45
り，A－Cは雨とい堆積物の採取坤点である．土壌のサ　　　3上　流　（川　砂〉 91 5．5 0，026
ンプリング地点名と分析結果を表一1に示した．No．1　　　4旧大沢保育所畑 120 9．7 0．45
の青少年旅行村とNo．15の上路小学校は対照地点として　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
大　沢　神　社　（1） 140 11 0．13
選定した地点で，工場より西方それぞれ約4．5k皿及び約
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69．5㎞離れている． 大　沢　神　社　② 120 16 0．11
土壌の分析結果を見ると，バナジウムでは，最高値は　　　7 帝　　石　　裏　　畑 110 31 0．66
青海町役場前庭の200μ9／9で・最低は上路小学校の67　　8清水ふ　ろ　屋裏 150 6．5 0．6
μg／gである．土壌中バナジウム濃度の通常値としては，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9Bowenによれば20～500μg／gで平均100μg／gと報告さ 青海小学校グランド 110 5．9 0，017
れている5と青海町において得られた値は支づてこの範　　　10青海総合グランド 97 3．5 0，025
囲内に入っている．ただ対照地点のNo．1地点（89μg／g）　　11青海町役場庭 200 6．6 0．17や・Nq15地点（67μ・／9）と臓すると辮周辺の方　12が高い傾向にあった．
西町公民館海岸 ’『 P60 14 0，082
ヒ素について見ると，最高値は帝石裏畑（No．7）の　　　13寺　地　保　育　所 70 3．3 0，036
31μg／gで最低値は寺地保育所（No．13）の3．3μg／gで　　14田海公民館畑 88 6 0．11あった．土壌中ヒ素の通常値はBowenによれば0．1～
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15S0ンg／gであり5），平均6μg／gとしている．得られた
上路小学校（対照地点） 67 8．3 0，037
値はすべてこの範囲内にある．バナジウム同様対照地点
と比較すると工場周辺でやや高い値が得られ，特に帝石 表一2　雨とい堆積物分析結果
裏畑では最低値の約10倍となっている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記号
@土壌中水銀では，最高値は帝石裏畑の0．66μg／gであ 地点名 V（μ9／9）
A・（μ9／9）Hg（μ9／9）
り，最低値は上流川砂の0．026μg／gであった．Bowen　　A青海町役場付近 110 9．1 1．2
の土壌中水銀濃度の通常値5）は0・Ol～0・3で平均0・03　　B工場正門付近 190 11 1．2μg／gであるから工場周辺ではこの範囲を超える値であ
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cり，全般にやや高値ということができよう．したがって 上　路　公　民　館 100 15 0，087
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より約9．5㎞離れた上路公民館では石灰石は見られなく
A青海町役場付近　　　　　A　：曹長石　　　　　なり，石英曹長石がほとんどで土壌の舞上りが主体と
篇・c8ccC　cQ　　　　　5・まとめ
セメント，カーバイドを生産するD工場の立地する．
10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60@　　　　　　　　　　　　　　　　　　2e　　青海町の土壌及び雨とい堆積物をサンプリングし，その
中に含まれるバナジウム，ヒ素，水銀の濃度を調査した
c　　　　　　　　　　　　　　ところ，土壌中バナジウム，ヒ素はBowenの示す通常
B電化正門付近　　　　　　ε　：薯灰蔓　　　　　値の範囲内にあったカ㍉水銀では工場周辺の試料にこれ
をかなり超えるものがあった．一方雨とい堆積物では，
・　　　　　　　　　　・水銀が対照地点よりかなり高く，また，工場周辺の雨と
c　Q　　　　　c　C　c　cC@　　　　　　　　　　c　　　　　い堆積物中には石灰石が多量に含まれ，工場の粉じんの
10　　20　　30　　40　　50　　60　　　　影響が大ききものと考えられた．2e
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